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昭和６年に発行された「友松」18 号は、「友松会館落成記念号」として発行されている。目次を見る

と、「友松会館落成式次第並に関係記事」が中心で、式辞、祝辞、会館略図、会館建設の趣旨及経過の

概要、会館落成式状況、会館経営の概要、会館建設会計報告、会館建設寄付者芳名等が掲載されている。 
そして、友松会館全景写真、会館内部、落成式状況等の写真がグラビアに載せられている。 
その他の記事は、所感、寄稿、弔慰、講習会消息、教育春秋、県内消息、会務・会計報告、編集後記

等で、全体 133 ページになっている。 

              友 松 会 館 全 景 

 
上の図は「会館建築略図」で、内容として、敷地面積 190 坪(約 63 ㎡)、本館延坪 112.28 坪(約 370

㎡)、階上(2 階)56 坪(約 185 ㎡)、階下(1 階)56.28 坪(約 156 ㎡)と記してある、当時としては洋風 2 階建

の洒落た建物で、建築費用は、積立金と寄付金で賄われている。 



 
建築総額は 14,615 円 66 銭と会計報告書に記して

ある。昭和 6 年当時の約 18,000 円は、現在の幾ら

になるのだろう。(当時の価格を 1 万倍とすると、現

在の価格では、1 億 8,000 万円になる) 
建築費用は、積立金、建設寄付金、師範学校学友

会寄付金が充てられている。寄付金は、神奈川県下、

県外の市・郡等の公共機関からと、個人(友松会員)
から募っている。 

友松会会員の寄付金は１人 1 円以上で、精力的に

集めたようである。約 1,300 人の会員からの寄付が

あり、中には 3 円、5 円、10 円と寄付し、高額 100
円を寄付する者さえいた。 
友松会館建設後、「会館経営を主としたる事業計画」

を作成し、①購買会の組織、②法律顧問部の設置、

③建築、保険、診療部の設置、④会館の宿泊、集合、

研究等の事業を展開し、会員相互の便利機関として

経営していった。 
事業の中には、研究部事業、調査部事業、秀才教

育事業、吃音矯正所等あり、積極的に事業を進めて

いる。 
建設された友松会館の落成式は、神奈川県知事、



横浜市長、神奈川県会議長、横浜市会議長、神奈川師範学校校長、友松会前会長等々、大勢の来賓を招

待し、参会者は５００名以上の参会者があったと記録されている。 
祝賀会は、会館の１階、２階、庭園の隅々まで開放して盛大に行はれた。記念号の文中から引用する

と『各々皆右手に折詰左手に瓶詰、或は来賓を中央に、或は旧師を中心に、同級生は各所に車座となっ

て飲み且つ食い、笑い談ずる様は、全く他には見ることの出来ない歓喜満悦の麗はしい情景で、真に嬉

しくも喜ばしき極みであった』と旧字、旧かなづかいで書いてある。当時の会員は３,０００人で、『友

松会は茲に漸く根拠地を得て、愈々礎を固め、益々結束を強め、以って本会館が今後本会発展の中心点、

活躍の源泉地となって重大なる尊き使命を達成するやう念願して止まぬ次第である』と記してある。 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  会 館 内 部                                            落 成 式 状 況 

友松会館は、１０数年間、会員に有効に活用されたが、「昭和１９年、太平洋戦争の戦運危機に際し

て、惜しくもこれを国鉄に移譲するの止むなきに至った」と記録に残っている。その後、太平洋戦争は

益々窮地に陥り、横浜大空襲があった際、移譲した友松会館は焼失してしまった。 
移譲したことは幸いであったのだが、その譲渡金（当時の価格で約４０万円）は戦後の封鎖でゼロにな

ってしまったということである。 
 
下の記事は「教育春秋」というタイトルで、退職者、校長在職者、最近卒業者の３欄に分けて、教職

在職年数、現在の様子、感想、教育心情、喜びと不満等々を書いてある。一読してみると面白い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
上記の文書は、昭和 45 年頃、当時の金子 馨元会長が、「友松会館について」と題して、評議員会に

提案された文書である。 
 当時の横浜国立大学教育学部長から「友松会が会館建設の希望があれば、母校教育学部建設中の常盤

台の校地に敷地を提供してもよい」という申し入れがあったとのを受けて提案された。 
【概要】 ＊国大教育学部の敷地内  

＊鉄筋コンクリート２階建  
＊建設予算 2,500 万円  
＊募金・拠出    

等の記述がある。しかし、この提案は、金銭的な理由からか実現しなかった。 
 
 


